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最近，日本では173年ぶり(東京で)の金環日食，634mの世界一高い東京スカイ
ツリーオープンが話題となったが，今，世界で最も盛り上がっている国は英国であ
ろう．過去に世界を制圧してきた大英帝国，その英国ではエリザベス女王即位60
年のお祝いで沸いている．そして，本号が発刊される7月にはロンドン五輪が開幕
する．北京五輪開催が昨日のように感じられるが，本当に時の流れの速さに驚かさ
れる．IT化，グローバル化が進み，すべてにスピードが求められ，時の流れは
益々速く感じられるであろう．
さて，わが日本の現状はどうであろうか．高齢化が進み，医療費や年金を含めた

社会保障給付額は100兆円を突破した．国の負債総額も1,000

．本号の

り，国民一
人あたりの借金は何と800万円に近づいている．そして，債務残高の国内総生産比
は200％と世界最悪である．安定していた長期国債格付けも以前のAAからAA
マイナス，そして，つい最近Aプラスへと急降下している．また，生活保護受給
者も209万人にのぼり，その支給総額は年間3兆4,000億円に達している．加え
て，防衛力を高めるために1機190億円の最新鋭ステルス戦闘機を今後42機(総額
8,000億円)購入予定とも聞いている．このように国家財政は極めて厳しい状況下
にある．1,200兆円を超えるタンス貯金と低い消費税率，国債の高い国内保有率
(95％)などにより，現在のところ財政破綻は免れているが，このままでは近い将来
ギリシャと同じ状況に陥るとの指摘がなされている．
そして，医療界も大きな変革期を迎えているようである．専門医制度の構築もい

よいよ正念場を迎えているが，地域医療の破綻解消を視野に入れた「総合医」や
「家庭医・かかりつけ医」構想が浮上し，本格的協議が開始されている．基本領域
に「総合医」が組み込まれ，地域医療(開業医)の中心にこの「総合医」が位置付け
されると，日本の医療体制は大きく変わることになろう．その時，整形外科の開業
医はどうなるのか，大きな問題を含んでいるようである．運動器障害・疾患の診
断，そして保存治療から手術までのすべてを担当してきた整形外科が，運動器を担
当するべき独立性，専門性を確実に担保できるか否かがポイントとなる．多くの
common diseaseが総合医の担当になると，腰痛，関節痛の保存治療も整形外科医
の手から離れ，手術だけを行う運動器外科が整形外科となる可能性，危険性もあ
る

整備」「

視座「地域医療再生と整形外科」の中でも，運動器への総合医の関わり
について触れられているが，今後，整形外科も真剣に「総合医」に関して検討すべ
きであろう．
ところで，高齢社会での医療は運動器への対応がますます重要となってきた．介

護予防，健康寿命延伸に運動器の健康がkeyであることを行政，国民もようやく
理解してきたようである．そんな中，平成25年からスタートする国民健康づくり
10年の施策「第二次健康日本21」に，運動器関連の項目が複数盛り込まれた．こ
れは極めて大きな意味を持つ．つまり，国が積極的に全国の自治体を動かして「健
康日本21」に設定された目標値の達成に向け動くことである．運動器関連項目と
して，「ロコモ認知度の向上」「足腰に痛みのある高齢者の割合の減少」「運動習慣
のアップ」「運動できる社会環境の

康日本2

一日歩数の増加」などが目標設定されて
いる．10年後に「健康日本21」が第三次として継続された場合，「骨粗鬆症者の減
少」「大 骨頚部骨折の減少」「サルコペニア改善」「カルシウムやビタミンD摂取
量増加」など，運動器の健康維持に必要な項目として取り上げられるためのしっか
りしたエビデンスを，今から周到に準備し作り出しておく必要がある．つまり，
「第二次健

，さらに

1」と連動しつつ，今後10年が整形外科の将来を決める重要な
時期にあることを認識すべきである．
さて，本号には「側弯症」「肩こり」関連の論述から手術手技，最新基礎科学や

連載
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極めて参考となる臨床経験や興味ある症例報告が多数掲載されてい
る．それぞれが示唆に 山芳昭)であり，是非ご一読いただきたい． (戸

あ と が き 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
2 

2026/10/09 21:40:53




